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ネウボラふちゅう

切れ目のない支援に向けた取り組みについて

広島県安芸郡府中町

府中町子育て応援マスコット

イクフレちゃん

令和６年９月11日 第４回妊娠・出産・産後における妊産婦等の支援策等に関する検討会 資料６



１ はじめに（府中町の概要）

２ ネウボラふちゅう

３ 産後ケア事業の現状・課題

４ 妊産婦・乳児健康診査事業の現状・課題

５ おわりに
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本日の説明内容
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１ はじめに（府中町の概要）

府中町は、周囲を広島市に囲まれ、安芸郡の飛び地という
全国的にみても特徴のある形態をしている町です。

⚫人口 52,422人
⚫世帯数 23,918世帯
（令和6年4月1日現在）

⚫面積 10.41平方キロメートル

⚫出生数 447人
⚫出生率 8.5％
（令和5年度）



切れ目のない支援の充実へ
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H30年度  ひろしま版ネウボラ構築モデル事業（現在は、ひろしまネウボラ構築事業）を受け、

「ネウボラふちゅう（子育て世代包括支援センター）」開設

（老人福祉センターに子育て支援課母子保健係を新設）

妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援体制の強化へ

R6年度 府中町こども家庭センター設置

（役場に子育て支援課家庭相談支援係を新設）

統括支援員を配置し、児童福祉と母子保健との連携強化へ

２ ネウボラふちゅう ①体制



・身体計測（乳幼児）、保健相談（妊婦、幼児は要予約）、栄養相談（要予約）、助産師相談（要予約） ・３回／月

２ ネウボラふちゅう ②子育て支援メニュー

母子健康
手帳交付 誕生

赤ちゃん
訪問

妊婦・乳幼児健康相談

離乳食教室
歯の教室

１歳半
健診

３歳
健診

あそびの広場

・子育てガイド
・産後うつ病予防
・体重測定
・保健相談

４か月児
すこやか
赤ちゃん
広場

・ブックスタート
・ふれあい遊び
・身体計測
・保健相談

・１歳半～２歳児
・保育士によるリズム遊び
・幼児発達支援センター職員のお話
・１回／月

・４～６か月児
・１回／月

・１歳半～２歳児
・３回／年（6・10・2月）

・健診受診券交付
・子育てガイド
・子育て応援アプリ
・父子健康手帳

幼児発達相談
・１歳半～小学校入学前
・幼児発達支援センター職員
による個別相談
・１回／月

９か月児
のびのび
赤ちゃん
広場

・ふれあい遊び
・身体計測
・保健相談
・歯科相談

妊娠
６～７か月
産前
コール

・電話による
相談支援

H30.11～

Ⓟ ：プレゼント

産前産後サポート事業

産後ケア事業

H30.9～

H30.11～

Ⓟ
Ⓟ

全

員

対

象

希

望

者

対

象

・妊娠初期～産後１年頃の妊産婦及び家族
・保健師等による相談支援
・随時

・産後１年未満の産婦及び乳児 ＊利用料一部負担
・宿泊ケア（委託施設）
・デイケア（委託施設）
・アウトリーチ（利用者宅）
・母乳ケア（委託施設、福寿館、利用者宅）

福
寿
館
（
母
子
保
健
係
）

家庭相談支援係役
場

妊娠
６～７か月
マタニティ
教室

・助産師のお話
・妊婦体操
・助産師相談
・保健相談

H30.11～

・妊娠中～１８歳未満の子がいる家庭 ・専門職による相談援助

パパママ沐浴体験

・妊娠１６週以降の初産婦 土曜日開催 ５回／年

産後
２週
コール

・電話による
相談支援

R2.4～

Ⓟ Ⓟ

H30.11～

：H30年度新設 ：R2年度新設

Ⓟ

産後
４週
コール

R2.4～

：町内３か所で実施（H30年度～）

・内科診察 ・歯科診察
・身体計測 ・歯科相談
・保健相談 ・栄養相談
・フッ素塗布（希望者）
＜３歳児健診のみ＞
・視力検査、聴覚検査
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http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.town.taishi.hyogo.jp/secure/1686/sinnseijihoumon.jpg&imgrefurl=http://www.town.taishi.hyogo.jp/dd.aspx%3Fmenuid%3D2029&usg=__t0QZZOtJHacDFnHwksjUUoFbOF0=&h=320&w=286&sz=24&hl=ja&start=31&itbs=1&tbnid=CMe70HW8wh0FtM:&tbnh=118&tbnw=105&prev=/images%3Fq%3D%25E8%25B5%25A4%25E3%2581%25A1%25E3%2582%2583%25E3%2582%2593%25E3%2580%2580%25E3%2582%25A4%25E3%2583%25A9%25E3%2582%25B9%25E3%2583%2588%26gbv%3D2%26ndsp%3D20%26hl%3Dja%26sa%3DN%26start%3D20
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２ ネウボラふちゅう ③子育て支援メニュー 相談実績（平成30年度～令和5年度）

R6.4～7月母子健康手帳交付時面談 132件（R6年度見込 396件）
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【マタニティ教室】

ベビー肌着１枚、ガーゼ３枚

【４か月児広場】

絵本1冊

【９か月児広場】

歯ブラシセット１個

【母子健康手帳交付】

出産応援ギフト（５万ポイント：５万円相当）

【赤ちゃん訪問】

子育て応援ギフト（５万ポイント：５万円相当）

※国の出産子育て応援給付金

２ ネウボラふちゅう ④プレゼント
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２ ネウボラふちゅう ⑤似顔絵付き名刺（妊娠届・赤ちゃん訪問時）



２ ネウボラふちゅう ⑥相談室の整備

①子育て支援課 母子保健係 ②フリースペース ③乳児用体重計・身長計

④相談室１ ⑤相談室２（母乳ケア用） ⑥相談室３（お子様連れ用）

9
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３ 産後ケア事業の現状 ①利用要件・ケアの内容・実施体制

＜利用要件＞ ①～③を全て満たす産婦及び乳児

＜ケアの内容＞ ア 母親の身体的ケア及び保健指導、栄養指導

イ 母親の心理的ケア

ウ 適切な授乳が実施できるためのケア（乳房ケア含む。）

エ 育児の手法についての具体的な指導及び相談

オ 生活の相談、支援

＜実施体制＞

（県内のみ）
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３ 産後ケア事業の現状 ②事務の流れ

①申し込み

②アセスメント

④日程・料金の連絡

⑤利用申請（オンライン）

⑥利用決定通知書送付

⑫利用後アンケート（オンライン）

（ 国の産後ケア事業ガイドラインに基づき実施 ）

＜ 利用者 ＞ ＜ 町 ＞

＜ 産後ケア施設 ＞



図２ 乳児１人の出産につき利用回数６回（泊）以上の場合
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３ 産後ケア事業の現状 ③補助金内訳・利用者負担額

※１ 母子保健衛生費国庫補助金
※２ ひろしまネウボラ構築事業補助金
※３ 広島県妊産婦支援事業緊急補助金

図１ 乳児１人の出産につき利用回数５回（泊）までの場合

【産後ケア事業 補助金内訳（課税世帯）】 例：宿泊（1泊2日）60,000円（食事代5,000円）の場合

国（委託料の1/2）
22,500円※１

町（委託料の1/2）
22,500円

〇委託料（単価の3/4）
45,000円

〇利用者負担額①（単価の1/4）
15,000円

利用者負担額15,000円（食事代②1,250円含む）〇委託料（単価の3/4）
45,000円

〇利用者負担額①（単価の1/4）
15,000円

国（委託料の1/2）
22,500円※１

町（委託料の1/2）
22,500円

〇利用者減免③：①-②の最大2,500円まで補助
※食事代含まない
国1/2：1,250円 ※１  町1/2：1,250円

〇ネウボラ補助金④：（①-③）の1/2

県10/10：6,250円※２

〇緊急補助金⑤：（①-③-④）の1/2

県10/10：3,125円※３

〇利用者負担額⑥：（①-③-④-⑤）

3,125円

〇ネウボラ補助金②：①の1/2

県10/10：7,500円※２

〇緊急補助金③：（①-②）の1/2

県10/10：3,750円※３

〇利用者負担額⑥：（①-②-③）

3,750円
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３ 産後ケア事業の現状 ④利用者負担額（令和６年度）
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３ 産後ケア事業の現状 ⑤利用件数（平成３０年度～令和５年度）

＜増加の要因＞
・産後２週４週コール
・利用要件の緩和
・利用者負担額の減額件数（件）
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３ 産後ケア事業の現状 ⑥利用率（平成３０年度～令和５年度）

利用率＝利用者数／出生数

人数（人）
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３ 産後ケア事業の現状 ⑦利用者アンケート（令和５年度）
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３ 産後ケア事業の現状 ⑦利用者アンケート（令和５年度）
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３ 産後ケア事業の現状 ⑧健やか親子２１ 問診結果（３～４か月児）

①産後、退院してからの１か月程度、
助産師や保健師等からの指導・ケアは
十分に受けることができましたか。
(「1．はい」の割合)

回答項目
１．はい
２．いいえ
３．どちらともいえない

②この地域で、今後も子育てをしてい
きたいですか。
（「１．そう思う」もしくは「２．ど
ちらかといえばそう思う」の割合）

回答項目
１．そう思う
２．どちらかといえばそう思う
３．どちらかといえばそう思わない
４．そう思わない

③お母さんはゆったりとした気分でお
子さんと過ごせる時間がありますか。
（「1．はい」の割合）

回答項目
１．はい
２．いいえ
３．何ともいえない

A妊娠・出産について
満足している者の割合

Cこの地域で子育てを
したいと思う親の割合

Bゆったりとした気分で
子どもと過ごせる
時間がある母親の割合

（R2～4年度は、新型コロナウイルスにより、３~４か月児問診票は、回収不可となりデータなし）
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３ 産後ケア事業の課題

里帰りする場合は、一時的なため住民票は異動せず里帰りする場合が多い。町では、近隣の委託先と契約しているため、
遠方に里帰りすると町の産後ケア事業が利用できない。

利用者の視点から

①受け皿が少なく、希望通りに利用できない。

②利用までに時間と手間がかかる。

④町から遠方へ里帰りした場合、未契約の産後ケア施設では利用できない。

⑤自治体毎に利用施設・利用料金・利用方法が異なり、利用者にとってはわかりにくい制度となっている。

産後ケアの利用希望があっても、全ての方が希望通りに利用できない状況にある。
・分娩が優先となるため、希望より短い期間でしか予約できないことがある
・分娩状況次第のため、利用日の直前にならないと予約が難しい
・生後２か月までしか利用できないところが多い
・対象児の兄姉同伴で利用できる施設が遠方の１か所のみで交通費がかかる

利用者から町へ申し込み、受け入れ先と調整後に申請、決定となるため、利用決定までに時間と手間がかかる。

特に、宿泊型、デイサービス型は、産後ケア施設への受入依頼書が、利用日前日までに届く必要があり、利用日直前
での申し込みでは、事務処理上、調整が困難となる。

家族構成の変化や転勤、様々な事情により転出入する場合、新旧自治体での制度の違いがあり、一から調べたり説明
を受ける必要がある。

③助成回数が十分でない。

アンケート結果では、「利用してよかった」「また利用したい」「助成回数を増やしてほしい」との意見がある。
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４ 妊産婦・乳児健康診査事業の現状 ①利用要件・健診内容・実施体制

＜利用要件＞ 府中町に住民票を有するもの

＜健診内容＞ 〇妊婦健康診査 一般健康診査（１～１４回）

妊娠初期検査（１回）

子宮頸がん検診（１回）

クラミジア検査（１回）

※妊婦に対する健康診査についての望ましい基準

（平成27年3月31日厚生労働省告示第226号）に基づき実施

〇妊婦歯科健康診査 １回

〇産婦健康診査 ２回（産後２週間前後、産後４週間前後）

〇新生児聴覚検査 １回

〇乳児健康診査 ４回（１か月、３～４か月、６～７か月、９～１０か月）

 

＜実施体制＞

（県内） 主な契約先は、下表のとおり。

 

※妊婦歯科健康診査は、府中町近隣の歯科医院で実施。

（県外） 償還払い（一旦、自己負担し、後日、領収証の写しや受診券等を提出し、申請する。）

 ※県内及び県外とも、健診料金が、健診単価を上回る場合は、自己負担となる。
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４ 妊産婦・乳児健康診査事業の現状 ②事務の流れ（国保連請求の場合）

③母子健康手帳・別冊を提示

④健診実施

＜ 医療機関 ＞＜ 利用者 ＞

＜ 町 ＞ ＜ 国保連合会 ＞

①
妊
娠
届

②
母
子
健
康
手
帳
・

別
冊
（
受
診
券
綴
り
）

交
付

⑫
保
健
指
導
・
支
援

⑤
市
町
別
の
請
求
書

健
診
結
果
票
を
送
付

⑩
支
払
い

⑥審査

⑦町へ請求書・結果票を送付

⑧審査
⑨支払い

⑪健診結果確認
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4 妊産婦・乳児健康診査事業の課題

妊婦の多くは、妊娠9~11週で胎児の心拍確認後に妊娠届を行い、別冊（受診券綴り）を受け取るが、それまでの妊娠初
期の検査は、自費扱いとなり、経済的負担が大きい。

利用者の視点から

①妊娠初期の検査は自費となり、経済的負担が大きい。

③県外へ里帰り出産する場合は、一旦支払い、後日償還払いが必要。

②医療機関毎に健診内容が異なり、助成額を超えた額は自己負担が必要。

④自治体毎に助成回数・助成内容が異なるため、不公平感がある。
また、受診者にとってわかりにくい制度となっている。

里帰りする場合は、一時的なため住民票は異動せず里帰りする場合が多い。
妊婦の体調や妊娠経過、サポート状況によっては、早期から里帰りする場合もある。
県外へ里帰りする場合は、一旦支払い、産後で大変な中、償還払いの申請が必要となる。
（代理人の申請や郵送申請も可能であるが、産婦が申請手続きに来所されることが多い。）

別冊（受診券綴り）はあるが、妊婦健康診査については、医療機関毎に健診内容が異なることが多く、助成額を超えた
額は、自己負担が必要となる。

・妊婦健康診査について、14回まで助成している自治体が多いが、それ以上助成している自治体もある。
・多胎妊婦への追加助成を行っている自治体もある。
・助成額が自治体毎に異なる場合がある。
・償還払いについても自治体毎に申請方法が異なっている。
・家族構成の変化や転勤、様々な事情により転出入する場合、転入先自治体で受診券交換が必要となる。



５ おわりに
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出産等の経済的負担の軽減や様々な支援の更なる強化により、

全国どこでも安心して妊娠・出産・子育てができ、

全てのこども・子育て世帯が健やかに過ごせますように
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